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女
性
の
人
生
を
変
え
た
教
育
、
雇
用
、
社
会
保
障

２
０
２
１
年
11
月

前
回
の
コ
ラ
ム
で
は
、「
社
会
保
障
は
人
生
に
お
け
る
選
択
の
幅
を
広
げ
、
自
由
度
を
高
め
る
。
社

会
保
障
の
福
祉
的
効
果
と
い
う
理
解
も
で
き
よ
う
」
と
書
い
た
。
そ
れ
を
端
的
に
示
す
の
は
、
教
育
・

雇
用
の
機
会
拡
大
と
相
ま
っ
て
、
女
性
の
自
立
・
福
祉
の
向
上
に
大
き
く
寄
与
し
た
こ
と
で
あ
る
。

今
で
は
ほ
と
ん
ど
耳
に
す
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
が
、
か
つ
て
わ
が
国
で
は
、
結
婚
す
る
こ
と
を
、

女
性
の
側
か
ら
は
「
○
○
家
に
嫁
ぐ
」、
男
性
の
側
か
ら
は
「
嫁
を
も
ら
う
」
と
言
っ
た
。
嫁
は
、
家

事
を
し
な
が
ら
家
業
を
手
伝
い
、
子
ど
も
を
産
み
育
て
、
舅
・
姑
の
世
話
を
し
、
老
後
を
子
に
託
す
。

こ
れ
は
、
明
治
民
法
の
家
制
度
の
も
と
で
は
、
女
性
と
し
て
生
ま
れ
た
限
り
、
受
け
入
れ
ざ
る
を
得
な

い
も
の
で
あ
っ
た
。

家
制
度
そ
の
も
の
は
、
戦
後
の
民
法
大
改
正
に
よ
り
廃
止
さ
れ
た
と
は
い
え
、
今
で
も
そ
の
残
滓
が

あ
る
よ
う
だ
。
長
男
に
は
「
長
男
だ
か
ら
」
と
い
う
負
担
感
が
あ
り
、
女
性
の
側
に
は
そ
う
い
う
長
男
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と
の
結
婚
は
で
き
れ
ば
回
避
し
た
い
と
い
う
意
識
が
な
く
は
な
い
よ
う
だ
。

「
家
」の
継
承
の
た
め
に
は
、当
然
の
こ
と
な
が
ら
男
の
子
が
望
ま
れ
た
。
そ
れ
も
少
な
く
と
も
２
人
、

で
き
れ
ば
３
人
以
上
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
た
。
乳
幼
児
や
青
年
期
の
結
核
に
よ
る
死
亡
率
が
高
く
、
加

え
て
徴
兵
に
よ
る
兵
役
の
リ
ス
ク
を
考
え
る
と
、
男
の
子
１
人
で
は
と
て
も
安
心
で
き
な
い
。
男
女
の

産
み
分
け
は
で
き
な
い
か
ら
、
結
果
的
に
平
均
す
る
と
４
～
５
人
の
子
を
産
む
こ
と
に
な
っ
た
。
実
際

に
、
統
計
で
確
認
で
き
る
１
９
２
５
年
以
降
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
、
戦
中
の
一
時
期
を
除
い
て
、
戦

後
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
ま
で
ほ
ぼ
４
～
５
人
で
安
定
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

女
性
が
男
性
と
同
様
に
自
立
し
た
生
き
方
を
す
る
に
は
、
教
育
・
雇
用
の
機
会
の
保
障
、
社
会
保
障

の
支
え
が
必
要
で
あ
っ
た
。

戦
後
に
な
っ
て
も
、
女
性
に
高
等
教
育
は
い
ら
な
い
と
い
う
時
代
が
続
い
た
。
女
性
の
初
婚
平
均
年

齢
が
20
歳
代
前
半
で
、
結
婚
に
よ
る
「
寿
退
職
」
の
時
代
に
あ
っ
て
は
、
企
業
側
は
仕
事
に
馴
れ
た
こ

ろ
に
は
退
職
と
い
う
４
大
卒
は
受
け
入
れ
難
く
、
せ
い
ぜ
い
短
大
ま
で
。
女
性
に
期
待
す
る
仕
事
も
、

補
助
的
な
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
高
学
歴
は
不
要
で
あ
っ
た
。

今
で
は
様
変
わ
り
し
た
。
２
０
２
０
年
度
の
大
学
・
短
期
大
学
へ
の
進
学
率
は
、
男
子
58
・
７
％
、
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女
子
58
・
６
％
で
差
は
な
く
、
女
子
も
多
く
が
４
大
に
な
っ
た
。
ま
た
、
２
０
２
０
年
度
の
雇
用
労
働

者
の
45
・
３
％
は
女
性
で
あ
り
、
有
配
偶
女
性
の
労
働
力
率
は
７
割
を
超
え
る
。
人
口
減
少
の
時
代
に

あ
っ
て
、
企
業
は
女
性
を
戦
力
と
し
て
活
か
さ
な
け
れ
ば
生
き
残
れ
な
い
時
代
に
な
っ
た
。

女
性
の
雇
用
拡
大
の
契
機
に
な
っ
た
の
が
１
９
８
５
年
制
定
の
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
で
あ
り
、
そ

の
後
の
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
支
援
の
取
組
み
や
、
育
児
休
業
や
保
育
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
社
会
保
障
に

よ
る
支
援
に
よ
り
、
女
性
の
職
場
進
出
が
進
ん
だ
。

こ
う
し
て
今
で
は
、
結
婚
・
出
産
を
選
択
で
き
る
も
の
に
な
っ
た
。
生
涯
独
身
で
あ
っ
て
も
、
雇
用

機
会
と
老
後
の
社
会
保
障
の
支
え
が
あ
れ
ば
、
自
分
ら
し
く
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
嫁
ぐ
以
外

に
選
択
肢
の
な
か
っ
た
国
民
皆
婚
の
時
代
か
ら
、
選
択
的
結
婚
の
時
代
へ
の
変
化
で
あ
る
。

こ
の
社
会
の
持
続
可
能
性
を
確
保
す
る
に
は
、
幅
広
い
世
代
に
応
分
の
負
担
を
求
め
て
子
育
て
を
支

援
す
る
体
制
の
強
化
を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
。
岸
田
新
政
権
の
取
組
み
に
期
待
し
た
い
。


